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宇土市農業委員名簿（敬称略）
住　所氏　名区　分

新松原町１５６番地今村　義就宇土地区
宮庄町１０８番地３佃　　正人

轟　地区
神馬町１６９番地古山　　正
花園町１１１９番地林原　　清

花園地区 松山町９０６番地関　　健一
古保里町１０２４番地古堀　孝一
走潟町１２２６番地２小山　建夫

走潟地区
走潟町６８８番地４小松野太樹
野鶴町６３５番地釜賀　澄人

緑川地区 新開町１１９２番地今村　康晴
恵塚町５６５番地大久保一美
網津町２２４９番地１平岡　孝雄

網津地区
住吉町１３９番地本田　秀信
住吉町２２１８番地牧本　孝吉
網引町３２６番地岡崎　俊克
上網田町５０５番地本田　一幸

網田地区 下網田町２１８６番地佐美三　守
上網田町６番地１堀　　　城
松山町５０３２番地２草野　哲雄農協推薦
走潟町６７６番地米村　政人共済推薦
馬之瀬町４０６番地白石　健次土地改良区推薦
住吉町８３１番地５岩本　廣海

議会推薦
本町１丁目７３番地杉本　信一
花園町１１７０番地山村　保夫
野鶴町１３７７番地松本　実穂

 　

こ
の
ほ
ど
、
農
業
委
員
の
改
選

が
行
わ
れ
、
新
し
い
農
業
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

７
月　

日
に
は
、
保
健
セ
ン

２１

タ
ー
で
農
業
委
員
会
の
初
総
会
が

開
か
れ
、
会
長
に
平
岡
孝
雄
委
員
、

副
会
長
に
佐
美
三
守
委
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
農
業
委
員
会
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
、
農
業

や
農
業
者
の
利
益
を
代
表
す
る
行

政
機
関
と
し
て
市
に
設
置
さ
れ
、

今
日
の
き
び
し
い
農
業
情
勢
に
対

処
し
た
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

新
農
業
委
員
が
決
定

　

ま
た
、
農
業
委
員
は
、
農
業
者

の
代
表
と
し
て
、
公
正
な
立
場
で

農
地
の
売
買
や
転
用
の
許
可
を
は

じ
め
、
農
地
の
あ
っ
せ
ん
、
農
地

紛
争
の
防
止
や
和
解
の
仲
介
な
ど
、

広
く
農
地
に
か
か
わ
る
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
任
期
は
平
成　

年
７
月

２３

　

日
か
ら
平
成　

年
７
月　

日
ま

２０

２６

１９

で
で
す
。

 　

農
地
は
農
業
の
基
礎
で
あ
り
、

国
民
食
糧
生
産
の
大
切
な
資
源
で

す
。

農
地
の
転
用
は

許
可
を
受
け
て
か
ら

　

こ
の
た
め
、
農
地
を
宅
地
な
ど

に
転
用
し
、
農
業
以
外
の
目
的
に

利
用
す
る
と
き
は
、
農
地
法
に
よ

り
事
前
に
農
業
委
員
会
を
通
じ
て

許
可
（
２　

以
下
：
市
許
可
、
４

ha

　

以
下
：
県
知
事
許
可
、
４　

ha

ha

超
：
農
林
水
産
大
臣
許
可
）
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
、

無
断
で
農
地
を
転
用
す
る
と
、
違

反
行
為
と
な
り
原
状
回
復
を
命
じ

ら
れ
た
り
懲
役
や
罰
金
の
刑
罰
を

科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
農
地
を
転
用
す
る
時
は
、
必

ず
市
農
業
委
員
会
事
務
局
☎
㉒
１

１
１
１
（
内
線
２
３
３
１
）
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

新新新新新新新新新新新新新新農農農農農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員のののののののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆ささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんでででででででででででででで新農業委員の皆さんですすすすすすすすすすすすすすす
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五
色
山
は
、
周
辺
の
小
学
校
遠

足
の
場
や
地
域
住
民
の 
薪  
炭  
林 
と

し
ん 
た
ん 
り
ん

し
て
親
し
ま
れ
た
里
山
。
し
か
し
、

高
度
成
長
期
以
来
、
灯
油
、
プ
ロ

パ
ン
ガ
ス
の
普
及
に
よ
り
、
五
色

山
は
放
置
さ
れ
、
か
つ
て
の
面
影

は
見
い
だ
せ
な
い
ほ
ど
荒
廃
し
た

状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
五
色
山
を
以

前
の
よ
う
な
親
し
ま
れ
る
里
山
に

戻
そ
う
と
平
成　

年
に
上
松
山
区

１５

住
民
有
志
に
よ
り
、「
五
色
山
ふ

れ
あ
い
会
」
を
結
成
。
会
の
目
標

を
次
の
と
お
り
定
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
里
山
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
保

護
し
つ
つ
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

２
地
域
住
民
の
日
常
的
な
生
活
空

間
の
延
長
と
し
て
活
か
し
て
い
き

ま
す
。

３
周
辺
住
民
の
健
康
増
進
・
交

流
・
学
習
の
場
と
し
て
活
か
し
て

い
き
ま
す
。

４
子
ど
も
た
ち
の
環
境
学
習
・
自

然
体
験
・
地
域
学
な
ど
の
学
習
の

場
と
し
て
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

５
学
習
広
場
（
炭
焼
広
場
）
の
充

実
を
図
り
各
種
イ
ベ
ン
ト
広
場
と

し
て
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

定
期
的
な
活
動
は
、
月
２
回
、

下
草
刈
り
、
除
間
伐
作
業
な
ど
が

中
心
。
平
成　

年
度
〜　

年
度
は
、

２１

２２

地
域
企
業
の
数
社
か
ら
協
力
を
得

て
耐
火
レ
ン
ガ
炭
窯
お
よ
び
納
屋

を
製
作
設
置
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
に
は
、
県
立
宇
土

２２

中
学
校
生
徒
の
薪
割
り
、
炭
焼
、

し
い
た
け
栽
培
な
ど
体
験
学
習
会

を
開
催
。
ま
た
、
間
伐
、
ホ
ウ
ラ

イ
竹
の
伐
採
な
ど
の
作
業
、
ホ
ダ

木
つ
く
り
な
ど
、
木
炭
の
吸
着
力

の
研
究
の
結
果
を
地
域
住
民
に
対

し
て
報
告
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
除
伐
木
・
竹
の
有
効

活
用
と
普
及
啓
発
を
行
う
た
め
に

次
の
よ
う
な
事
業
・
活
動
の
実
施

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

１
炭
焼
管
理
棟
兼
資
材
小
屋
新
設

事
業

２
炭
焼
体
験
講
座

３
木
竹
炭
お
よ
び
木
竹
酢
液
の
効

能
実
験

４
エ
コ
燃
料
の
普
及
活
動
（
管
理

棟
に
お
け
る
薪
ス
ト
ー
ブ
体
験
）

　我々の五色山の思い出は、幼いころ遠足
に行くなど楽しい思い出ばかり。その山が
荒れ果てた姿を見て、何とかしないといけ
ないなと思ったのがきっかけです。最初は、
６人で山の現状を調査しながら下草刈作業
を始めました。２年目から、仲間も増えて
きて、徐々に上松山区の集落ごとに世話人
も配置できるなど組織も固まってきました。
　悩みを挙げるとすれば、若い世代の方々
が地元の山を何とかしたいという思いが
あっても、仕事の都合や子どもたちの学校
行事があったりと何かと忙しいことですね。
　ただ、これは仕方がないことなので、で
きることから始めよう、できる人がやって
いこうという気持ちで進めています。
　大変そうに見えますが、健康づくりや子
どもたちとの交流も深めることもできてい
ますので、楽しみながらやっています。

元 宇な 市気 土
み ん な で つ く ろ うみ ん な で つ く ろ うみ ん な で つ く ろ う

まちづくり活動中まちづくり活動中まちづくり活動中

Vol.1

会　　長　中林厚生（松山町）　　副会長　中山新之助（松山町）
活動内容　里山の自然保護、地域や人との交流、健康増進、子どもの遊び場、自然体験環境学習の場を

創る取り組み
活 動 日　原則として、第２土曜日・第４日曜日
会 員 数　１２５世帯（約２２０人）
連 絡 先　五色山ふれあい会事務局（木下征生）緯◯２２ ３０５７

　市内で福祉、防犯、文化、環境、緑化など多彩な分野でまちづくり活動をされている団体（グループ）を広
く市民の皆さんに知っていただくため、今月号から順次ご紹介していきます。掲載を希望される団体は、まち
づくり推進課市民活動支援係☎◯２２ １１１１（内線２３２１）まで問合せください。

宇土中生徒が参加した体験学習会の様子

五色山ふれあい会 （敬称略）

里山を昔の姿に

会長　中林厚生
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55
ごみの分別とリサイクルごみの分別とリサイクルごみの分別とリサイクル

問合せ先問合せ先　環境交通防災課環境政策係☎㉒1111（内線2823）　環境交通防災課環境政策係☎㉒1111（内線2823）問合せ先　環境交通防災課環境政策係☎㉒1111（内線2823）

◆なぜ、ごみを分別するのか
　現在、私たちは多くのものを消費し、ごみを出しな
がら生活しています。これらのごみは、宇土・富合清
掃センター（松山町）で処理されています。今後、ご
みが増え続けた場合はそのような施設が不足し、ごみ
の処理が不可能になり、ごみを処理するときに発生す
るダイオキシンの問題や、不法投棄の問題といった数
多くの課題が生じてきます。
　このような課題を解決していくために、ごみを分別
することで、資源として再利用し、ごみの排出量を減
らしていくことが大切なのです。

◆ごみ分別の大切さ
　地球温暖化などの環境問題を考えると、ごみの分別
は非常に大切なことであり、今や当たり前の時代と
なっています。また、ごみがこのまま減らないと、不
法投棄・生活環境の悪化などが増加し、皆さんにとっ
ても他人事ではない問題が発生します。
　皆さんや次の世代を担う未来の子どもたちのために
も、一人ひとりがいままでごみとして出していたもの
を資源として出すなど実施すれば、ごみの減量化・資
源化に必ず繋がります。小さなことからコツコツと頑
張っていきましょう。

【一人あたりの排出量】　　　
H２１　２２３kg／人　→　H２２　２１７kg／人
【最終処分場（埋立場）の状況】
H２１　残り１６，６８０m3　→　H２２　残り１５，４５２m3　
※あと１２年ほどで限界に！

　今まで資源ごみを出せなかった方は、この機会
にぜひ出しましょう。なお、スプレー缶を出す時
には、必ず穴をあけて出してください。
日時　８月28日（日）午前８時～午前11時
　　　（雨天決行）
場所　市役所本庁（本庁舎裏駐車場）・
　　　網津支所・網田支所

夏季資源ごみ特別収集を実施します

◆ごみ分別のチェックポイント
　ごみを資源として再利用するためには、正しくご
みを分別する必要があります。
【新聞紙、雑誌・紙箱類、段ボール】
　折りたたんで、適量をひもで縛って出してくださ
い。雑誌・紙箱類は、紙袋に入れて出すこともでき
ます。雨の日は、次回の晴れた日に出すか、透明袋
に入れて出してください。
【布類】
　透明袋に入れて出してください。ふとんやじゅう
たん、皮革製品は出せません。
【アルミ缶、スチール缶】
　すすいで、なるべくつぶして
出してください、スチール缶は
磁石でつきます。スプレー缶は
必ず中身を使いきって穴をあけてください。
【透明びん、茶色びん、その他の色びん】
　キャップをはずし、中身をすすいで、色別（透明、
茶色、その他の色）に分けて出してください。割れ
たビンは資源化できないため、燃えないごみとして
出してください。
【生きびん】
　１升びん、５合びん（Ｒマークがついたものに限る）、
ビールびんは生きびんとして分別されます。キャッ
プをはずし、中身をすすいで、出してください。
【ペットボトル】
　キャップをはずし、中身をすすいで、つぶして出し
てください。ラベルをはがす必要はありません。
【トレー、発泡スチロール】
　洗って乾かしてから出してください。黒い塗料の
使われているトレーは出せません。
【生ごみ】
　ビニールラップ・弁当に入っている緑のギザギザ・
アルミホイル・爪楊枝など口に入れられないもの・食
べられないものは出せません。また、水分をできる限
り除くことも重要です。その理由は、生ごみの堆肥化
の費用は持ち込んだときの重さによってかかるからで
す。
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図書館からのお知らせ
■■■■ 新　刊　案　内 ■■■■

※下記以外にもたくさんの新刊が入っています。図書館ホームページにも掲載していますのでご覧ください。

一　般　書

三角　由美子著熊本カフェ散歩

長友　佑都著日本男児

近藤　麻理恵著人生がときめく片づけの魔法

井上　荒野著そこへ行くな

群　ようこ著母のはなし

藤原　智美著骨の記憶

石田　衣良著明日のマーチ

藤田　宜永著愛ある追跡

モーシン・ハミッド著コウモリの見た夢

外川　淳著天災と復興の日本史

児　童　書

最上　一平作夏のサイン（カドカワ学芸児童名作）

斉藤　洋作もぐらのたくはいびん（どうわがいっぱい　８１）

いしい　つとむ絵みんなでよいしょ（にじいろえほん）

ジュディス・ヴィオースト文ルルとブロントサウルス

岡島　秀治監修びっくり！ジャンボ昆虫園

阿部　和厚監修一生の図鑑（ニューワイド学研の図鑑ⅰ）

高畠　純作すいかのたび

佐 木々　マキ作どろんこライオン（おはなしパレード）

ラチー・ヒューム作ゆうかんなうしクランシー

ユリア　ヴォリ作ぶたときまぐれきのこ

中高生向け（ヤングアダルトコーナー）２階一般室に設けています

マイケル・モーパーゴ作カイト　－パレスチナの風に希望をのせて－

三浦　しをん著ふむふむ　－おしえて、お仕事！－

ジュリア・ゴールディング作
キャットと王立劇場のダイヤモンド
（キャット・ロイヤルシリーズ１）

横森　理香著
イケてないと思ったら読む本（心の友だち）
－くよくよしないで、中学生！－

問合せ先　図書館　緯影４５１２　HP　http://www.city.uto.kumamoto.jp/lib/

－幼児・小学生のおはなし会－
８月１７日（水）　ひまわり会
　　２４日（水）　ひまわり会
　　３１日（水）　ひまわり会
９月７日（水）　あみつ絵本の会
　　１４日（水）　小袖おはなし会
日時　毎週水曜日　午前１１時と午後４時
場所　図書館１階　児童図書室

【休館日】
８月１８日（木）・２５日（木）

９月１日（木）・８日（木）・１５日（木）
毎週木曜日・祝日・年末年始休館・蔵書点検休館

【らっこのじかん】
－０・１・２歳児のおはなし会－
８月２３日（火）・９月１３日（火）

日時　毎月第２・第４火曜日　午前１０時３０分～
場所　図書館１階　児童図書室

童話発表大会を見学しませんか！
おはなしを発表する機会を子どもたちに提供する

ことで、読書意欲や読書力の向上と豊かな心の育成
を図ることを目的に開催されます。市内各小学校で
選ばれた子どもたちが発表します。
第４３回宇土市童話発表大会
　日時　９月１日（木）午後１時２０分～
　場所　市民会館大会議室
第１６回宇城地区童話発表大会
　日時　９月１０日（土）午後１時～
　場所　三角センター（宇城市）
第５０回熊本県童話発表大会
　日時　１０月８日（土）
　　　　午前１０時～午後３時３０分
　場所　アスパル富合（熊本市）
※どの会場も見学できますので、
　お出かけください。

手作りの布バッグを寄贈
７月１日、「牛乳パックの回収を広める会」から

図書館バッグとして手作りの布バッグ５０枚が寄贈さ
れました。これは、図書
館の本を大事に扱って
もらおうと会員６人が
１年半かけて作成した
もので、図書館で行わ
れた展示会終了後に希
望者に配布されました。

【えほんのじかん【えほんのじかん】】【えほんのじかん】
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タウントピックスタウントピックスタウントピックス
TOWN TOPICS

　７月３日、宇土マリーナで熊本県水難救済会宇土救難
所（宮原雄一所長）水難訓練が開催され、約１２０人の水
難所員（消防団員）が参加しました。
　この訓練は、いつ発生するかわからない水難事故など
に備えて危機感を持ち、水難に対する知識と行動を習得
することを目的として実施されたものです。
　訓練に先立ち、元松茂樹市長から激励と日頃の活動に
対する感謝の言葉が贈られ、熊本県海上保安部、宇城広
域連合北消防署員の指導のもと訓練が開始されました。
　訓練では、救命ロープをつなぐ救命索発射銃の取扱い
やロープワーク、救命講習を実施。最後に海難事故を想
定した救出訓練が行われ、参加者はきびきびとした態度
で真剣に取り組んでいました。

備えの大切さを実感
宇土救難所水難訓練

　７月５日、船場川周辺で緑川漁業協同組合（坂本猛組
合長）がひかり保育園の園児ら３３人とウナギの稚魚約
４，０００匹を放流しました。
　放流活動は、同組合が資源保護やウナギ資源の維持、
子どもに川に親しんでもらうことを目的に毎年行ってい
るものです。
　子どもたちは、小松野太樹副組合長からウナギの成長
過程の説明を聞いた後、「大きくなって帰ってきてね」
と語りかけながら、半年ほど育てられたウナギの稚魚を
放流しました。ウナギの放流に大はしゃぎ

大きくなって帰ってきてね!!
ウナギの稚魚を放流

救出訓練に取り組む救難所員

　７月３日、市民会館で宇土市生涯学習講座合同開講式
が開催され、受講生や各講座の講師など約５０人が出席し
ました。これは、各講座の参加者の親睦と啓発を目的に
行われたものです。
　今年度は、「自然・環境」「語学」「健康」「実用」の４
つの分野から７講座を開講。開講式では、各講座と講師
の紹介が行われ、その後「学んだことを地域で活かす」
と題して、宇城市学校教育審議員の三角幸三さんによる
講演があり、講座で学んだ成果を家庭や地域での活動に
活かしていくことの大切さを訴えると、参加者は熱心に
聴き入っていました。

生きがいづくり・仲間づくり
宇土市生涯学習講座合同開講式

三角幸三さんによる手品を交えた楽しい講演
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タウントピックスタウントピックスタウントピックス
TOWN TOPICS

　７月１９日、嘉島町役場で国土交通省九州地方整備局と
宇土市および美里町、御船町などの上益城、宇城・八代
地域の２市６町が大規模災害時の応援に関する協定を結
びました。
　これは、協定を締結した市町において大規模な災害が
発生、または発生する恐れがある場合に、被害の拡大や
二次被害の防止のため互いに連携・協力を推進すること
を目的として締結されたものです。主な支援内容として、
国土交通省が所有する資機材（ヘリ、衛星通信機器な
ど）による現地調査や被害状況の情報提供、市災害対策
本部への現地情報連絡員の派遣、土砂災害や道路損壊な
どへの復旧工法の助言や設計などを定めています。

災害時の支援を万全に
大規模災害時の応援に関する協定締結

　７月２９日、市民会館で少年の主張大会が行われ、市内
小中学校代表の１０人が自身の生活体験を基にした思いや
考えを堂々と発表しました。
　これは、市教育委員会と青少年育成市民会議が主催し、
宇城地区保護司会宇土支部会の共催を得て毎年行ってい
るもので、会場には、元松茂樹市長や各学校長をはじめ
多くの観客が詰め掛けました。発表では、子どもの視点
に立った意見や大人へ問いかけるような主張に会場から
は大きな拍手が送られました。発表者は次のとおりです。
（敬称略）
宇土東小　６年　橋口　　令、網 田 小　６年　村田　泉水
宇 土 小　６年　竹下　愛莉、走 潟 小　６年　宮川　一輝
緑 川 小　６年　原田野乃花、花 園 小　６年　内田　生吹
網 津 小　６年　佐藤　瑞貴、住 吉 中　３年　鎌賀　智帆
鶴 城 中　３年　鍋島　　愛、網 田 中　３年　鳩野　愛理 発表した児童・生徒の皆さん

自分の思いを伝えたい
少年の主張大会

　７月９日、図書館で夏のおはなし会が行われました。
これは、子どもたちが積極的に読書活動を行うきっかけ
づくりとして、毎年開催しているものです。
　当日は、宇城子ども劇場やあみつ絵本の会など市内の
５つのボランティアグループによる読み聞かせが行われ、
約５０人の子どもたちが参加。紙芝居やパネルシアター、
大型絵本の読み聞かせ、手遊び歌などが披露されたほか、
７日の七夕にちなんで思い思いの願いを書いた短冊を笹
に飾りつけ、参加者は楽しいひとときを過ごしました。熱心に聞き入る子どもたち

お話に夢中になったよ！
読み聞かせボランティアによる「夏のおはなし会」開催

髙木章次熊本河川国道事務所長（左）、元松茂樹市長（右）
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年金に関する問合せ先　熊本東年金事務所　　緯０９６（３６７）８１４４
　　　　　　　　　　　市民課市民年金係　　緯鰻１１１１（内線２１６５・２１６６）

国民年金からのお知ら国民年金からのお知らせせ

　熊本東年金事務所の職員による出張相談を行っています。
期日　８月１６日（火）・９月２０日（火）・１０月１８日（火）
時間　午前１０時～午後３時
場所　市福祉センター２階
※予約制です。申込みは熊本東年金事務所　お客様相談室　☎０９６（３６７）２５０３まで。

年金相談

年金事務所　出張相談

７月から、年金事務所などへ提出いただく
「住所変更届」や「死亡届」は原則不要になりました！
７月から住民基本台帳ネットワークから住所変更などの情報を取得できるようになったため、これまで、本
人に提出いただく「現況届」を原則不要としていることに加えて、本人から提出いただく「住所変更届」、ご遺
族から提出いただく「死亡届」が原則不要となりました。

【原則不要となる条件】
※日本年金機構において、住民票コードが収録されている方に限ります（６月に送付された年金振込通知書な
どに住民票コードの収録状況の有無などが記載されています）。
※年金事務所への「死亡届」が不要となるのは、死亡の事実があってから、戸籍法上の届出期限である７日以
内に市区町村に届出を行われた場合のみです。
ただし、亡くなられた方の未払い年金を受けられる場合は、これまでどおりの手続きが必要となります。

 注意事項 
○日本年金機構において住民票コードが未収録となっている方や、現在の住所（日本年金機構からの通知など
のあて先住所）と住民票の住所地が一致していない方が、今後、住所の変更があったときは、年金事務所な
どへの住所変更届が必要です。
○成年後見を受けている方などについても、今後、住所の変更があったときは、年金事務所などへの住所変更
届が必要です。
○共済年金（旧公共企業体を除く）を受けている方は、これまでどおり、各共済組合への届出は必要です。
○今後、日本年金機構から各種お知らせを送付する際の「あて先」を住民票の記載内容とは別に希望される方
は、別途、「住民基本台帳による住所の更新停止申出書」の提出が必要になります。
○住民基本台帳ネットワークシステムを活用した本人確認が行えない方（外国籍（外国人登録）の方、外国に
居住している方）については、今後も各種届出が必要となります。
○死亡届も原則不要となりますが、ご遺族の方は、亡くなられた方への未払いの年金を受け取れる可能性があ
りますので、年金事務所などにご相談ください。

詳しくは、「年金事務所」「街角の年金相談センター」または「ねんきんダイヤル」

☎０５７０－０５－１１６５（平日：午前８時３０分～午後５時１５分）まで問合せください。
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２４
興
地
域
整
備
計
画
の
全
体
見
直
し

を
行
い
ま
す
。
こ
の
計
画
は
「
農

業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、　

年
先
を
展
望

１０

し
た
農
業
振
興
の
基
本
計
画
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
全
体
見
直
し
に
伴
い
、
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更
申

出
（
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
・

農
用
地
区
域
へ
の
編
入
・
農
業
用

施
設
用
地
へ
の
用
途
変
更
）
の
受

付
け
を
一
時
休
止
し
ま
す
の
で
、

農
用
地
区
域
の
変
更
を
検
討
さ
れ

て
い
る
方
は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
個

別
見
直
し
】　

平
成　

年　

月
期

２３

１１

分
ま
で
受
付
け
ま
す
。
受
付
期
限

は
、　

月　

日
（
木
）
で
す
。

１０

２０

【
全
体
見
直
し
に
よ
る
個
別
見
直

し
休
止
期
間
】　　

月　

日
（
金
）

１０

２１

か
ら
全
体
見
直
し
完
了
ま
で

※
計
画
の
全
体
見
直
し
は
、
平
成

　

年
３
月
完
了
予
定
で
す
。

２５問
合
せ
先　

農
林
水
産
課
農
林
水

産
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
３

１
４
）

宇
土
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
全
体
見
直
し
を
行
い
ま
す

　　Ｑ＆Ａ　　
●対象となる口座振替には何がありますか？
　市税（市県民税・固定資産税・国民健康保険税・軽自動車税）、上下水道・簡易水道料、市営住宅使用
料、介護保険料、後期高齢者保険料です。
　ただし、市県民税または介護保険料については、特別徴収（年金天引など）が優先されます。
●口座振替手続きは、どこで出来ますか？
　市内の肥後銀行、熊本ファミリー銀行、ＪＡうき各支所・出張所、信用組合、信用金庫、労働金庫およ
びゆうちょ銀行の各窓口です。
●口座振替手続きには、何が必要ですか？　⇒　①引落す通帳　②通帳印鑑
●ひとつの通帳から家族の分も引落し可能ですか？　⇒　可能です。
●その他留意事項は？
　既に口座振替している市税または市料金、および申込依頼書に不備がある場合は対象外です。

◆口座振替出前手続き会も申込み受付中
　行政区単位または市税納税世帯１０世帯以上で、公民館などの場所提供があれば要請にもとづき、市から口
座振替出前手続き会を開催します。開催期間は、平成２４年３月３１日までです。

 

①　夜間や休日に地元公民館などで手続きができます。
　　（通常は、金融機関での手続きが必要です）
②　市税をはじめ水道料などの市料金の手続きも一緒にできます。　
③　手続きを完了された方には、もれなく上記プレゼントを進呈します。

問合せ先　税務課収納係　☎㉒１１１１（内線２１４４）

手続き会のメリット

解

廻

塊

快

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

市税・市料金は、

口座振替が

お得です！

　市税・市料金の口座振替は、便利・確実・安全しかも環境にやさし
い納付方法です。
　そこで市では、昨年度に引き続き平成２３年度を『口座振替推進強化
年』として定め、キャンペーン期間中（平成２４年３月３１日まで）に、
口座振替手続きを完了し、金融機関窓口から交付される『手続きの控
え』を、税務課、網津支所または網田支所のいずれかに持参された方
に、もれなく『あじさいの湯入湯券』か『ごみ袋１巻』（いずれか１
点、初回申請分に限る）を進呈します。

期間中、もれなくプレゼント進呈!!

平成２３年度『口座振替推進強化年』口座振替推進キャンペーン
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第38回宇城地区
　人権教育研究大会
第38回宇城地区
　人権教育研究大会
～人権文化に満ちた
　　　まちづくり～

入場無料

　

満　

歳
以
上
の
方
が
電
動
ア
シ

６５

ス
ト
自
転
車
を
購
入
す
る
際
の
購

入
費
の
助
成
制
度
を
始
め
ま
す
。

対
象　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

①
平
成　

年
度
中
に
満　

歳
以
上

２３

６５

に
な
る
方
、
②
本
人
ま
た
は
世
帯

員
に
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ

と
、
③
当
事
業
の
助
成
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
世
帯
の
方

助
成
要
件　

①
市
内
の
販
売
店
で

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
新
た
に

購
入
す
る
こ
と
、
②
自
転
車
安
全

利
用
講
習
会
を
受
講
す
る
こ
と

申
請
方
法　

次
の
書
類
を
福
祉
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
交
付
申
請
書
兼
実
績
報
告

書
・
領
収
書
・
自
転
車
安
全
講
習

会
修
了
証
の
写
し
・
防
犯
登
録
証

の
写
し
・
補
助
金
交
付
請
求
書

助
成
額　

購
入
額
の
３
分
の
１
で
、

上
限
２
万
円
。
非
課
税
世
帯
の
場

合
は
、
上
限
３
万
円
。

対
象
経
費　

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
本
体
購
入
費
、
防
犯
登
録
費
用

　
自
転
車
安
全
運
転
講
習
会
日
程　

日
時　

８
月　

日（
火
）午
前
９
時

３０

場
所　

市
民
体
育
館

※
８
月　

日
（
木
）
ま
で
に
、
福

２５

電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
購
入

へ
の
助
成
制
度
を
始
め
ま
す

祉
課
へ
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

福
祉
課
福
祉
政
策
係

☎
㉒
１
１
１
１（
内
線
２
８
１
２
）

　

市
で
は
昨
年
度
に
実
施
し
ま
し

た
、
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
な
ど
で

の
皆
さ
ん
の
要
望
を
受
け
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
乗
合
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
新
し
い
公
共
交
通
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定
で
す
。
そ

の
計
画
を
策
定
す
る
宇
土
市
地
域

公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
協
議
会

が
６
月　

日
に
発
足
し
ま
し
た
。

２９

　

今
後
、
現
況
調
査
や
ニ
ー
ズ
調

査
を
も
と
に
協
議
会
で
具
体
的
な

計
画
を
策
定
し
、
平
成　

年
度
か

２４

ら
段
階
的
に
運
行
し
て
い
く
予
定

で
す
。

問
合
せ
先　

企
画
課
企

画
政
策
係

☎
㉒
１
１

１
１（
内
線

２
２
２
１
）

新
し
い
公
共
交
通
を
始
め
る

た
め
の
計
画
を
作
り
ま
す

　７月１５日、人権教育の推進を目的として市人権教育推進協議会が開催されました。
　会議では、前年度の事業実績報告と今年度の事業計画について協議した後、研修
を行いました。今年度の委員は次の方々です。 円円円円円円円円円円円円 （敬称略）

人 権 教 育 を 推 進

氏　　　　名役　　　　職
元松　茂樹会長・市長
堀内　千秋副会長・市議会議長
木下　博信市教育長
森田　義満市嘱託会連合会長
吉川満璃子市地域婦人会連絡協議会長
田代　孝幸宇城地区保護司会宇土支部会長
岡崎　一孝市人権擁護委員代表
中村　敬人花園小学校長
江﨑　一成鶴城中学校長
山口　若子宇土幼稚園長
八十田　宏宇土高等学校長
岡崎　誠男市商工会長

氏　　　　名役　　　　職
緒方　　亨市子ども会連合会長
田上　千景市ＰＴＡ連合会代表
野村　敏子市民生委員児童委員連絡協議会長
福成寺託真市保育連盟事務局代表
江口　秋男市老人クラブ連合会長
益田　輝明市総務企画部長
中田　雄士市健康福祉部長
山本　桂樹市教育部長
岡澤　正康市教育委員会指導主事
荒木　繁男市総務課長
田尻　清孝市総務課行政係主幹
木下　洋介市生涯学習課長

日時　８月２０日（土）９：３０～１６：１５
場所　ウイングまつばせ（全体会・分科会）
＜全体会＞９：３０～１２：０５
　　　　　講演　「未来をひらく人権・同和教育」

～誰もが生まれてきてよかったと
　　思える社会の実現をめざして～

　　　　　講師　松下一世さん
　　　　　　　　（佐賀大学文化教育学部准教授）
＜分科会＞１３：３０～１６：１５　宇城管内各会場
問合せ先　生涯学習課生涯学習係☎㉒６５１０
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乳幼児編242424
　幼児の時期から自分と似たような年代の子どもと遊ぶ機会をもつことは、とても大切です。ものの取
り合いのようなけんかは言葉の出ない時期でもよく見られますが、こうしたやりとりの中で、子どもは
「ほかの人」を知り、「社会性」を学んでいきます。そこでは親同士のかかわり方も大切でしょう。
　やがて幼稚園・保育所といった集団に入るようになり、年少の子はルールを守ることや我慢すること
の大切さなどを身につけ、年長の子は思いやりの心や集団をリードしたり役割を果たしたりする責任
感を養っていきます。
　身近な地域のボランティア・スポーツ・文化活動・青少年団体の活動などは、それぞれ年の違う集団の
中で子どもたちが切磋琢磨する貴重な機会を提供しています。親はその大切さを見直し、子どもたちを
積極的に参加させましょう。

“地域の活動など年の違う集団に参加させる”
（文部科学省「家庭教育手帳　乳幼児編」から抜粋）

【問合せ先】生涯学習課☎㉒６５１０

◆年上・年下の友達と遊ぶことは、とても大切なことだ。

　

警
備
業
務
に
関
す
る
基
礎
知
識
、

諸
法
律
、
実
技
な
ど
を
通
し
て
知

識
・
技
能
を
習
得
し
ま
す
。

期
間　

９
月
２
日
（
金
）
〜
９
月

　

日
（
木
）
の
う
ち　

日
間

２２

１１

場
所　

市
民
会
館

定
員　
　

人
（
受
講
無
料
）

２５

※
受
講
申
込
書
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
宇
城
お
よ
び
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、（
社
）
熊
本
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
み
で
き
ま
す
。

詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
（
社
）熊
本
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
☎
０
９
６

（
３
１
２
）
３
３
１
０

　

県
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
木
の

ぬ
く
も
り
を
肌
で
感
じ
、
木
に
親

し
み
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

幼
児
教
育
、
保
育
、
子
育
て
支
援

活
動
の
た
め
、
乳
幼
児
の
集
団
を

く
ま
も
と
の
木
で
つ
く
っ
た

木
製
遊
具
を
貸
出
し
ま
す

　

歳
以
上
の
求
職
者
の
方
へ

５５セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ス
タ
ッ
フ
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

対
象
と
し
て
使
用
す
る
団
体
お
よ

び
グ
ル
ー
プ
な
ど
に
対
し
て
、
委

託
業
者
を
通
じ
て
、
県
産
の
ヒ
ノ

キ
と
ス
ギ
で
つ
く
っ
た
積
み
木

セ
ッ
ト
な
ど
の
木
製
遊
具
を
貸
出

し
て
い
ま
す
。

　

借
用
に
つ
い
て
は
、
貸
出
業
務

を
担
当
す
る
N
P
O
法
人
子
育
て

支
援
ワ
ー
カ
ー
ズ
ぺ
ぺ
ぺ
ぺ
ら
ん

に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

N
P
O
法
人
子
育
て

支
援
ワ
ー
カ
ー
ズ
ぺ
ぺ
ぺ
ぺ
ら
ん

☎
０
９
６
（
３
３
７
）
０
４
５
０　

県
林
業
振
興
課
☎
０
９
６
（
３
３

３
）
２
４
４
８

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
う
と
７
月
号
の　

頁
に

２７

掲
載
し
た
「
市
民
会
館
だ
よ

り
」
の
記
事
に
お
い
て
、
宇
土

市
出
身
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
木
下

絵
美
子
さ
ん
を
「
イ
タ
リ
ア
在

住
」
と
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

正
し
く
は
「
フ
ラ
ン
ス
在
住
」

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
民
会
館

☎
㉒
０
１
８
８
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明
る
い
選
挙
啓
発
の
た
め
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

①
ポ
ス
タ
ー
の
部

テ
ー
マ
：「
明
る
い
選
挙
」

対
象
：
小
・
中
学
生
・
高
校
生

用
紙
等
：
画
用
紙
の
四
ツ
切
（
５

４
２
㎜
×
３
８
２
㎜
）、
八
ツ
切

（
３
８
２
㎜
×
２
７
１
㎜
）も
し
く

は
そ
れ
に
準
ず
る
大
き
さ
の
も
の
。

※
必
ず
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
学

校
名
、
学
年
を
記
入
す
る
こ
と
。

②
習
字
の
部

テ
ー
マ
：
小
３
「
未
来
」、
小
４

「
政
治
」、
小
５
「
投
票
」、
小
６

「
選
挙
」、
中
１
「
義
務
」、
中
２

「
国
民
主
権
」、中
３
「
地
方
自
治
」

対
象
：
小
・
中
学
生

用
紙
等
：
和
半
紙
は
、　

㎝
×　

３３

２４

㎝
の
も
の
。

※
必
ず
和
半
紙
左
に
学
校
名
、
学

年
、
氏
名
を
記
入
す
る
こ
と
。

③
標
語
・
４
コ
マ
漫
画
の
部

テ
ー
マ
：「
有
権
者
（
投
票
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
方
）
に
選
挙
の

明
る
い
選
挙
啓
発
作
品

　
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

募
集
・
催
し

大
切
さ
を
伝
え
る
も
の
」
ま
た
は

「
明
る
い
選
挙
」
を
呼
び
か
け
る

も
の
で
す
。

対
象
：
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま

す
。

応
募
締
切　

９
月
９
日
（
金
）

問
合
せ
先　

市

選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
☎
㉒

１
１
１
１
（
内

線
２
３
４
１
）

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
度

か
ら
全
小
中
学
校
を
対
象
に
「
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
」
を
開
始

し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
地
域

の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学

校
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
子
ど
も
を
育
て
る
体
制
を
つ
く

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
！

る
も
の
で
す
。
す
で
に
、
住
吉
中

学
校
区
（
住
吉
中
・
網
津
小
・
緑

川
小
）
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら

２０

ス
タ
ー
ト
し
、
４
年
目
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
、

学
校
を
支
え
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
ま
す
。
主

な
活
動
は
、
学
習
支
援
（
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
）
や
校
内
美
化

（
草
刈
り
・
花
植
え
な
ど
）、
登
下

校
時
の
安
全
指
導
な
ど
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
先　

生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
係
☎
㉒
６
５
１
０

　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

と
循
環
型
社
会
の
構
築
を
め
ざ
し
、

　

月
１
日
か
ら
の
実
施
に
向
け
た

１０レ
ジ
袋
削
減（
有
料
化
）・マ
イ
バ
ッ

グ
持
参
運
動
を
推
進
す
る
た
め
、

取
組
み
に
ご
協
力
い
た
だ
く
事
業

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
レ
ジ
袋
削
減

推
進
協
議
会
事
務
局
（
環
境
交
通

防
災
課
）
ま
で
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

協
定
の
内
容

【
レ
ジ
袋
有
料
化
に
よ
る
削
減（
Ａ
方
式
）】

・
レ
ジ
袋
の
有
料
化
（
１
枚
３
円

以
上
）
の
他
２
項
目
に
取
組
む
。

・
レ
ジ
袋
削
減
の
活
動
状
況
な
ど

「
レ
ジ
袋
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
に
関
す

る
協
定
」参
加
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
！

に
つ
い
て
、
定
期
的
に
市
に
報

告
す
る
。

【
レ
ジ
袋
有
料
化
以
外
に
よ
る
削
減（
Ｂ
方
式
）】

・
消
費
者
へ
の
声
か
け
や
、
マ
イ

バ
ッ
グ
の
提
供
・
販
売
な
ど
２

項
目
を
選
択
し
取
組
む
。

・
レ
ジ
袋
削
減
の
活
動
状
況
な
ど

に
つ
い
て
、
定
期
的
に
市
に
報

告
す
る
。

問
合
せ
先　

環
境
交
通
防
災
課
環

境
政
策
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線

２
８
２
３
）

　うと地蔵まつりを盛り上げるため、これまでの「造り
物」や「花火大会」に加え祭りの魅力をさらに高めるため、
今回新たに、お地蔵さん自体にスポットを当てた取組みを
行います。
　これまで市コミュニティハウスで実施したお地蔵さん工
房で彫られた「お地蔵さん」を一堂に集め、祭り期間中に
一大地蔵ゾーンとして「お地蔵さん横丁」を設置します。
ぜひご来場ください。
設置期日　８月２３日（火）・２４日（水）
設置場所　船場川眼鏡橋右岸界隈

　現在、お地蔵さん工房で彫られたお地蔵さんの参加を募
集しています。　
　所有されている方で、８月２０日（土）から２６日（金）ま
で無償貸与できる方は、
ご連絡ください。
申込み・問合せ先　
まちづくり推進課
観光交流係
☎㉒１１１１（内線２３２８）

お地蔵さん募集中
～お地蔵さん工房講座の作品～

お地蔵さん横丁
～地蔵まつりの新たな目玉イベント～
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８
月
の
つ
ど
い
の
広
場
は
、

「
歌
と
手
遊
び
」
で
す
。

　

先
生
の
楽
し
い
お
話
を
聞
き
な

が
ら
、
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
遊

び
ま
し
ょ
う
。

日
時　

８
月　

日
（
水
）
午
前　

３１

１０

時　

分
〜
正
午

３０
場
所　

児
童
セ
ン
タ
ー　

つ
ど
い

の
広
場
サ
ン
サ
ン

講
師　

藤
竹
香
代
子
さ
ん
（
元
保

育
園
園
長
）

演
題　
「
歌
あ
そ
び
」

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
あ
つ
ま
れ　
!!

つ
ど
い
の
広
場

　
　
　

子
育
て
講
座

　

縄
文
時
代
で
は
西
日
本
唯
一
の

資
料
で
あ
る
「 
石  
笛 
」（
轟
貝
塚

い
わ 
ぶ
え

出
土
）
や
貝
で
作
っ
た
お
面
な
ど
、

有
明
海
沿
岸
地
域
の
貝
塚
か
ら
出

土
し
た
貴
重
な
資
料
が
一
堂
に
会

す
る
今
回
の
特
別
展
。
地
域
の
歴

史
と
豊
か
な
文
化
を
語
る
こ
れ
ら

の
資
料
を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

期
間　

９
月　

日
（
日
）
ま
で

２５

場
所　

図
書
館
１
階
郷
土
資
料
室

開
館
時
間　

平
日
：
午
前
９
時　
３０

分
〜
午
後
６
時
、
土
・
日
：
午
前

９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

入
館
料　

無
料

休
館
日　

毎
週
木
曜
・
祝
日

【
関
連
行
事
】

◆
古
代
体
験
「
縄
文
時
代
の
ま
が

玉
を
作
ろ
う
！
」

日
時　

８
月　

日
（
日
）
午
後
１

２１

時　

分
〜
午
後
４
時

３０
特
別
展「
有
明
海
が
育
ん
だ

縄
文
文
化
」開
催
中　
!!

場
所　

図
書
館
１
階
郷
土
資
料
室

定
員　
　

人　

※
先
着
順
。
定
員

３０

に
達
し
な
い
場
合
は
当
日
も
受
付

け
ま
す
。

参
加
費　

２
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ
先　

文
化
課
文

化
財
係
☎
㉓
０
１
５
６　

メ
ー
ル
：bunka01@
city.uto.

kum
am
oto.jp

「各種自衛官募集」のお知らせ!!
合格発表試　験　日受付期間受験資格募　集　種　目

１１月１日９月２４日・２５日９月５日
　　〜９月８日

高卒（見込含）
２１歳未満の方防衛大学校（推薦）

平成２４年２月中旬１次：１１月５日・６日
２次：１２月１３日〜１７日

９月５日
　　〜９月３０日

高卒（見込含）
２１歳未満の方防衛大学校（一般）

平成２４年２月９日１次：１０月２９日・３０日
２次：１２月７日〜９日

９月５日
　　〜９月３０日

高卒（見込含）
２１歳未満の方防衛医科大学校

平成２４年１月２０日
１次：９月２３日
２次：１０月１５日〜２０日
３次：１１月１２日〜１２月１５日

８月１日
　　〜９月９日

高卒（見込含）
２１歳未満の方航　 空　 学　 生

平成２４年１月６日１次：１０月２２日
２次：１１月１９日・２０日

９月５日
　　〜９月３０日

高卒（見込含）
２４歳未満の方看　 護　 学　 生

合格発表日は試験
時にお知らせします。

１次：９月１７日
２次：１０月６日〜１３日

８月１日
　　〜９月９日

１８歳以上
２７歳未満の方一 般 曹 候 補 生

１１月１０日男子：９月１７日〜２７日
女子：９月２５日〜２８日

８月１日
　　〜９月６日

１８歳以上
２７歳未満の方自 衛 官 候 補 生

問合せ先　宇城募集案内所☎㉓２０４７

　

本
校
の
教
育
や
子
ど
も
た
ち
の

こ
と
を
地
域
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
授
業
を
公
開
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
観
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時　

９
月　

日（
月
）〜
９
月　

１２

１５

日
（
木
）
午
前　

時　

分
〜
正
午

１０

４５

場
所　

県
立
松
橋
東
養
護
学
校

問
合
せ
先　

県
立
松
橋
東
養
護
学

校
・
落
谷
☎
㉜
１
７
２
６

松
橋
東
養
護
学
校

　
　
「
学
校
公
開
週
間
」

＊
駐
車
場
は
、
市
役
所
裏
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

つ
ど
い
の
広
場
☎
㉒

２
４
０
８　

子
育
て
支
援
課
子
育

て
支
援
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線

２
８
１
３
）

　

大
学
（
院
）・
短
期
大
学
・
高

等
専
門
学
校
・
専
修
学
校
を
来
春

卒
業
予
定
の
就
職
未
内
定
の
方
お

よ
び
卒
業
後
概
ね
３
年
以
内
の
方

と
県
内
企
業
の
合
同
面
接
会「job

navi

・
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
イ
ベ
ン
ト

2011
学
生
等
就
職
面
接
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

日
時　

９
月　

日
（
水
）
午
前　

１４

１１

時
〜
午
後
４
時

場
所　

興
南
会
館
（
熊
本
市
）

参
加
企
業　
　

社
（
予
定
）
参
加

５０

を
希
望
す
る
企
業
は
、
事
前
申
込

み
が
必
要
で
す
。
※
参
加
者
の
申

込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

熊
本
労
働
局
職
業
安

定
課
☎
０
９
６
（
２
１
１
）
１
７

０
３

job
navi

・ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
イ
ベ
ン
ト

2011

学
生
等
就
職
面
接
会
開
催
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県
で
は
、
県
産
品
の
購
入
・
利

活
用
を
進
め
る
た
め
に
、店
舗
独

自
の
自
主
的
な
取
組
み
で
県
産
品

の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
販
売
店
、
飲

食
店
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
協
力
店
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
地
産
地
消
サ
イ
ト
」

で
店
舗
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
イ
ベ

「
地
産
地
消
協
力
店
」と
し
て
県
産

品
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
み
ま
せ
ん
か

ン
ト
の
情
報
発
信
が
で
き
る
な
ど
、

店
舗
の
情
報
発
信
力
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

応
募
期
限　

９
月　

日
（
金
）

３０

指
定
期
間　

平
成　

年
３
月　

日

２４

３１

（
土
）
ま
で

※
詳
細
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

県
地
産
地
消
サ
イ
ト　

http://cy
ber.pref.kum

am
oto.jp/chisan/

問
合
せ
先　

県
流
通
企
画
課
☎
０

９
６
（
３
３
３
）
２
３
９
５

　今年のお茶会は轟御殿
跡で中秋の名月に合わせ
て開催します。
　会場に流れる琴と尺八
の生演奏とともに、日本
名水百選「轟水源」の水
を使ってたてられたお茶
をお楽しみください。
日　　時　１０月１０日（月・祝）　午後６時〜
場　　所　轟御殿跡
参加社中　うと村木会・森社中・外井社中
会場演奏　（予定）琴：外村恭子さん　　尺八：上田豊さん
茶　　券　一席２００円
主　　催　市観光物産協会
　　　　　※一日物産展も同時開催
問合せ先　まちづくり推進課観光交流係☎㉒１１１１（内線２３２８）

☆〜琴と尺八の夕べ〜☆

２０１１名水名月合同茶会開催

〜郷土の偉人　小西行長に注目！〜
■歴史に埋もれた信念のキリシタン大名「小西行長」のドラマ化決定！■
　毎年秋に放映されているテレビ熊本ドキュメンタリードラマ「郷土の偉人シ
リーズ」第１９弾として、今回「小西行長」がドラマ化されることが決まりました。
　９月下旬には、宇土でのロケも予定されています。詳細は、随時市ホーム
ページや広報などでお知らせします。皆さん、お楽しみに‼
日時　１０月３０日（日）午後４時５分〜午後５時２０分
　　　（ＦＮＳ九州７局ネットで放送予定）
問合せ先　文化課文化振興係☎㉓０１５６

■「よみがえる小西行長」講演会を開催します！■
　毎回好評の「シリーズ再検証・小西行長」に引き続き、今年は「よみがえる
小西行長」講演会を開催します。「小西行長」の新たな一面がまた明らかにな
ります。ご期待ください！　　　　　　　
日時　９月２４日（土）午後１時〜
場所　市民会館大会議室　※入場無料
内容　九州大学大学院教授　中野等さん「石田三成と小西行長」（仮題）
　　　天草市文化課主幹　平田豊広さん「小西行長と天草」（仮題）
問合せ先　文化課文化振興係☎㉓０１５６

■「小西行長」マスコットキャラクター募集中!! 円円円円円円円 
　「小西行長」をモチーフにした皆さんに愛されるマスコットキャラクターとその愛称を募集しています。
どなたでも応募できます。どしどしご応募ください！
応募期限　８月３１日（水）
応募方法　所定の応募用紙にて持参、郵送、メール（ＰＤＦ形式）のいずれかの方法でご応募ください（Ｆ

ＡＸでの応募は受付できません）。応募用紙は市ホームページからダウンロードできます。また、
市役所１階受付、網田支所、網津支所、教育委員会にも用意しています。詳細は、広報うと７月
号か市ホームページをご覧ください。

表彰　最優秀賞１点（副賞　宇土市の特産品詰め合せ）
　　　優秀賞２点（副賞　宇土市の特産品詰め合せ）
応募・問合せ先　〒８６９－０４３３　宇土市新小路町９５　文化課文化振興係☎㉓０１５６
メール：bunka02@city.uto.kumamoto.jp
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◆
お
地
蔵
さ
ん
工
房
◆

指
導
者　

石
﨑
大
徳
さ
ん

定
員　

８
人

日
時　

９
月
７
日
〜　

月　

日
の

１０

１２

毎
週
水
曜
日
（
全
６
回
）　

午
後

１
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

費
用　

受
講
料
（
３
０
０
０
円
）

お
よ
び
石
材
（
２
０
０
０
円
）

◆
硯
制
作
教
室
◆

指
導
者　

小
野
寺
友
吉
さ
ん

定
員　

７
人

日
時　

９
月
８
日
〜　

月　

日
の

１０

１３

毎
週
木
曜
日
（
全
６
回
）　

午
後

１
時　

分
〜
午
後
４
時　

分

３０

３０

費
用　

受
講
料
（
３
０
０
０
円
）

お
よ
び
石
材
・
消
耗
品
代
（
１
５

０
０
円
）

申
込
方
法　

商
工
政
策
課
に
来
庁

も
し
く
は
電
話
で
申
込
み
く
だ
さ

い
。［
先
着
順
］

申
込
期
間　

８
月　

日
（
月
）
〜

１５

８
月　

日
（
月
）

２２

※
両
講
座
と
も
４
人
以
上
の
応
募

が
な
け
れ
ば
開
講
し
ま
せ
ん
。
道

具
な
ど
は
無
料
で
使
用
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

商
工
政
策
課
商
工
政

策
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
２

０
９
）

市
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
講
座

第
3
期
生
募
集

『宇土市歴史的資料保存活用事業運営委員会委員』を募集します!!
　歴史的資料保存活用に市民の皆さんのご意見を反映していくために、歴史的資料保存活用運営委員会委員
を２人公募します。
任　　期　２年間
応募資格　市内に住所を有するか勤務する２０歳以上の方で、次の要件を満たす方

①国および地方公共団体の議会議員でない方
②常勤の国家公務員および地方公務員ならびに独立行政法人の職員でない方
③平日、年２回程度開催する会議に出席できる方

応募方法　応募の方法は、委員応募申込書（市ホームページからダウンロードするか、文化課文化振興係に
請求）と併せて小論文を作成のうえ、郵送または持参により応募してください。小論文のテーマ
は「歴史的資料の保存活用について」として、意見や提言などを８００字程度で記述してください。
なお、応募書類は返還しません。

応募期間　９月１日（木）〜９月１５日（木）※郵送の場合は、当日消印有効。
選考方法　選考委員会を設置し、提出された応募書類および面接試験により選考します。
委員報酬　市が規定する報酬を支給します。
申込先および問合せ先　〒８６９－０４３３　宇土市新小路町９５　文化課文化振興係
　　　　　　　　　　　☎㉓０１５６　FAX◯５８ １００５
　　　　　　　　　　　メール：bunka02@city.uto.kumamoto.jp

　

普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
復
元
網
田
焼
の
制
作
の
様

子
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
？

【
網
田
焼
と
は
・
・
・
】

　

１
７
９
２
年
創
業
。
肥
後
細
川

藩
の
保
護
の
も
と
、
幕
府
や
大
名

へ
の
贈
り
物
と
し
て
焼
か
れ
て
い

た
焼
き
物
で
す
。
当
時
は
日
本
一

の
美
し
さ
だ
と
賞
賛
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
近
年
、
江
戸
時
代
の
網
田

焼
を
復
元
す
る
取
組
み
が
進
め
ら

れ
、
昨
年
度
完
成
品
が
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。

日
時　

毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日　

午
前　

時
〜
正
午

１０

場
所　

網
田
焼
の
里
資
料
館
（
上

網
田
町
）

開
館
日　

土
・
日
・
祝
日
（
年
末
年

始　
月　
日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）

１２

２９

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時　

分
３０

入
館
料　

一
般
２
０
０
円
、
小
中

学
生
１
０
０
円

問
合
せ
先　

文
化
課
文
化
財
係
☎

㉓
０
１
５
６

復
元
網
田
焼
の
制
作
工
程

の
実
演
を
始
め
ま
す

日
時　
　
月
１
日（
土
）・５
日（
水
）

１０

見
学
場
所　

恐
竜
博
物
館
（
御
船

町
）〜
道
の
駅
清
和（
山
都
町
・
昼

食
）〜
清
和
文
楽
館（
山
都
町
）〜

通
潤
橋
・
資
料
館（
山
都
町
）〜
霊

台
橋（
美
里
町
）〜
麻
生
原
の
キ
ン

モ
ク
セ
イ（
甲
佐
町
）

集
合
場
所　

御
船
町
役
場
（
午
前

　

時
発
）、
益
城
町
総
合
体
育
館

１０（
午
前
９
時　

分
発
）
ほ
か

２５

費
用　

２
２
０
０
円（
昼
食
つ
き
）

定
員　

各　

人
（
多
数
の
場
合
は

５０

抽
選
）

申
込
方
法　

電
子
メ
ー
ル
、
往
復

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
『
参
加
希
望

日
、
希
望
す
る
集
合
場
所
、
参
加

者
（
２
人
ま
で
）
の
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

番
号
』
を
記
入
し
、
申
込
み
く
だ

さ
い
。
※
メ
ー
ル
の
表
題
は
「
都

市
圏
バ
ス
ツ
ア
ー
申
込
み
」
と
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

９
月　

日
（
木
）

１５

申
込
み
・
問
合
せ
先　

〒
８
６
０

－

８
６
０
１
熊
本
市
手
取
本
町
１

番
１
号　

熊
本
市
政
令
指
定
都
市

推
進
室
☎
０
９
６（
３
２
８
）２
０

３
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
６（
３
２
３
）

熊
本
都
市
圏「
文
化
施
設
を
巡
る
バ

ス
ツ
ア
ー（
南
コ
ー
ス
）」参
加
者
募
集

３
０
６
０　

メ
ー
ル
： seireishi

teitoshi@
city.kum

am
oto.lg.jp
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相　
　

談

日
時　

９
月
４
日
（
日
）
午
前　
１０

時
〜
午
後
３
時

場
所　

熊
本
地
方
法
務
局
宇
土
支
局

相
談
員　

法
務
局
職
員
・
土
地
家

屋
調
査
士

内
容　

土
地
の
筆
界
（
境
界
）
に

関
す
る
問
題

※
相
談
は
原
則
と
し
て
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先　

熊
本
地
方
法
務
局
宇

土
支
局
☎
㉒
０
３
２
０

無
料
！

筆
界（
境
界
）特
定
相
談
所

日
時　

９
月
４
日
（
日
）
午
前　
１０

時
〜
午
後
３
時

場
所　

熊
本
地
方
法
務
局
宇
土
支
局

相
談
員　

法
務
局
職
員

内
容　

遺
産
相
続
・
不
動
産
名
義

変
更
な
ど
の
不
動
産
登
記
相
談
、

い
じ
め
・
虐
待
な
ど
の
人
権
相
談

問
合
せ
先　

熊
本
地
方
法
務
局
宇

土
支
局
☎
㉒
０
３
２
０

法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所

（
花
園
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
主
催
）

日
時　

毎
月
第
４
日
曜　

午
前
９

時
〜　

時　

分

１２

３０

場
所　

花
園
公
民
館

内
容　

遺
言
、相
続（
遺
産
分
割
）、

老
後
の
財
産
管
理（
成
年
後
見
制
度
）

問
合
せ
先　

熊
本
県
行
政
書
士
会

会
員
・
井
上
☎
◯５３
 

９
１
５
１　

河

野
☎
㉒
５
９
６
６

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　

行
政
に
対
す
る
ご
意
見
・
苦
情

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
何
で
も

ご
相
談
く
だ
さ
い
。な
お
、相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　

８
月　

日（
水
）・
９
月　

２４

１４

日（
水
）　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

相
談
員　

行
政
相
談
委
員

問
合
せ
先　

総
務
課
行
政
係
☎
㉒

１
１
１
１
（
内
線
２
２
１
２
・
２

身
近
な
行
政
相
談

日
時　

月
・
火
・
水
・
金
曜
（
祝

日
の
場
合
は
休
み
）
午
前　

時
〜

１０

午
後
４
時

場
所　

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
１

階
・
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
方
法　

直
接
来
ら
れ
る
か
、

電
話
相
談
も
可

問
合
せ
先　

☎
㉒
１
１
１
１
（
内

線
２
３
２
３
）

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

日
時　

８
月　

日
（
木
）
午
後
１

２５

時
〜
午
後
４
時　

※
電
話
相
談
は

で
き
ま
せ
ん
。

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
１

階
・
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先　

商
工
政
策
課
商
工
政

策
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線
２
２

０
９
）

司
法
書
士
無
料
相
談

情 報

宇
土
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

【
困
っ
た
な
あ
〜
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
】

　

覚
え
て
お
こ
う　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ 
円
円
円
円 

　

訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
で
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
を
結
ん

で
も
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
「
書
類
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め

て
８
日
以
内
」で
あ
れ
ば
、文
書
で
無
条
件
に
契
約
を
解
除
で
き
ま
す
。

クレジット会社あて販売店あて

契
約
解
除
通
知

・
契
約
申
込
日　

平
成
○
年
○
月
○
日

・
商
品
名　
　
　

○
○
○
○
○

・
金
額　
　
　
　

○
○
○
○
円

・
販
売
会
社
名　

○
○
株
式
会
社
○
○
営
業
所

・　

右
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
解
除
し
ま
す
。

　
　

　
　
　
　
　

平
成
○
○
年
○
○
月
○
○
日

　
　
　
　
　
　
　

住
所

　
　
　
　
　
　
　

氏
名

契
約
解
除
通
知

・
契
約
申
込
日　

平
成
○
年
○
月
○
日

・
商
品
名　
　
　

○
○
○
○
○

・
金
額　
　
　
　

○
○
○
○
円

・
販
売
会
社
名　

○
○
株
式
会
社
○
○
営
業
所

・　

右
の
契
約
を
解
除
し
ま
す
。

な
お
、支
払
っ
た
○
○
○
円
を
早
急
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、商
品
は
速
や
か
に
お
引
き
取
り
下
さ
い
。　

　
　
　
　
　

平
成
○
○
年
○
○
月
○
○
日

　
　
　
　
　
　
　

住
所

　
　
　
　
　
　
　

氏
名

・ハガキを書いたら両面をコピーし保管する。
・「特定記録郵便」か「簡易書留」にて送付する。
【不明な点があれば市消費生活センター☎㉒１１１１（内線２３２３）へ相談しましょう】

２
１
７
）
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保
育
園
児
の
和
太
鼓
演
奏
や
大

道
芸
、日
本
舞
踊
な
ど
楽
し
い
催

し
物
が
あ
り
ま
す
。最
後
に
は
豪

華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
行
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
来
館
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月　

日（
木
）午
前　

時

１８

１１

〜
午
後
２
時

場
所　

あ
じ
さ
い
の
湯
大
広
間

※
飲
食
物
の
持
ち
込
み
禁
止
で
す
。

入
館
料
の
み
い
た
だ
き
ま
す
。当

日
は
地
域
に
よ
っ
て
バ
ス
で
の
送

迎
も
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

あ
じ
さ
い
の
湯
☎
㉔

３
４
５
６

　

今
年
も
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

の
協
力
に
よ
り
、「　

時
間
テ
レ

２４

ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
特
に
東
日
本
大
震
災

で
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
早
期
復

興
の
祈
り
を
込
め
て
、
宇
土
か
ら

支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加

と
募
金
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

８
月　

日
（
土
）
開
会

２０

式
：
午
後
４
時　

分
、
試
合
：
午

３０

後
５
時
〜　

日
（
日
）
午
後
５
時　

２１

※　

試
合
予
定
。

２０
場
所　

市
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
合
せ
先　

N
P
O
法
人
う
と
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

重
元
・
米
本
☎

㉓
３
４
９
３

　

時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

２４ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す

　

宇
土
に
残
る
雨
乞
い
大
太
鼓
の

活
用
と
P
R
の
た
め
に
活
動
し
て

い
る
太
鼓
チ
ー
ム
で
す
。
大
太
鼓

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
地
蔵
ま
つ
り

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
出

演
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
緒

に
太
鼓
を
た
た
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

練
習
日　

週
２
回
（
毎
週
火
曜
・

別
に
も
う
１
日
）

時
間　

午
後
８
時
〜
午
後　

時
１０

場
所　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
舞
台

対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・

宇
土
雨
乞
い
大
太
鼓
保
存
会

青
年
部
部
員
募
集
！

　

７
月　

日
、
市
運
動
公
園
グ
ラ

１０

ウ
ン
ド
で
第　

回
会
長
杯
争
奪
宇

１１

土
市
親
善
ペ
タ
ン
ク
大
会
が
開
催

さ
れ
、　

チ
ー
ム
（　

人
）
が
参

２１

６３

加
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
本
年
度
か
ら
会

長
に
就
任
し
た
野
田
正
太
郎
会
長

の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
住
吉
２
０

１
１
チ
ー
ム
の
吉
本
美
幸
選
手
が

選
手
宣
誓
を
行
い
大
会
が
ス
タ
ー

ト
。
決
勝
戦
は
、
住
吉
２
０
１
１

第　

回
会
長
杯
争
奪

１１
宇
土
市
親
善
ペ
タ
ン
ク
大
会

通
学
し
て
い
る
方
（
原
則
と
し
て

中
学
生
以
上
）

部
費　

１
カ
月
１
０
０
０
円

問
合
せ
先　

宇
土
雨
乞
い
大
太
鼓

保
存
会
事
務
局
（
文
化
課
）・
松

田
☎
㉓
０
１
５
６

あ
じ
さ
い
の
湯

「
夏
祭
り
」
を
開
催
し
ま
す

練習の様子

住吉２０１１チームの皆さん

チ
ー
ム
と
曽
畑
B
チ
ー
ム
の
対
戦

と
な
り
、
住
吉
２
０
１
１
チ
ー
ム

が
６
対
４
で
接
戦
を
制
し
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

　市民の皆さんのさらなるスポーツの高揚を図るために、全
国大会に出場された選手の皆さんを随時ご紹介します。なお、
紹介については、スポーツ振興課で把握している全国大会出
場者に限りますので、ご了承ください。
◎野村光治さん（網津町）
　６月４日〜５日　第４４回全日本社会人ターゲットアーチェリー選手権大会
◎竹下信子さん（高柳町）
　６月２５日〜２６日　第２９回全日本バウンドテニス選手権大会　
　（シニア女子シングルス　ベスト１６）
◎吉村睦雄さん（上網田町）
　６月２５日〜２７日　２０１１年度第１０回全国シニアサッカー大会
◎橋本信二さん（栄町）
　６月２５日〜２７日　２０１１年度第１０回全国シニアサッカー大会
◎高木照代さん（古保里町）　
　７月２２日〜２４日　第３０回全国ママさんバスケットボール交歓記念大会
◎坂﨑創伍さん（栄町）
　７月２２日〜２４日　平成２３年度全日本卓球選手権大会（小学生の部）
◎徳永朝美さん（高柳町）
　７月２２日〜２４日　第３０回全国ママさんバスケットボール交歓記念大会
※市では、予選大会（選抜含）を経て九州大会・全国大会に出場
された方に対し、宿泊費および交通費の一部を補助する制度
を設けています。補助金額は、九州・西日本大会１人５，０００円
（上限１０人分）、全国大会１人１０，０００円（上限１０人分）です。
詳細は、スポーツ振興課スポーツ振興係（☎㉓２６４２）まで問
合せください。

全国大会出場
おめでとうございます
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す　

春
の
叙
勲
・
褒
章

ようこそ

　こんにちは。“T Time English”が新しくなり、“Will, Ted, and Friends English!”（WTF English!）
が始まりました。今月からWillとTedで連載していきますので、よろしくお願いします。
　Willの紹介ですが、イギリス出身の２年目のALT（外国語指導助手）で、鶴城中・網田中・宇土
東小で英語を教えています。
　さて、宇土で長い間英語を教えてくれたSuzanneとTaliaが帰国し、２人の新しいALTがやって
きました。カナダのエドモントン市出身のEricとアメリカのミネソタ州出身のNateです。
　「ようこそ宇土へ」という言葉を、さまざまな国の言葉で言ってみましょう。新しいALTと会っ
たら、使ってみてください。
　
France － Bienvenue à Uto　  （フランス）ビエンベニュウ・ア・宇土
Spain － Bienvenido a Uto　  （スペイン）ビエンベニド・ア・宇土
Germany － Willkommen in Uto　 （ドイツ）　ヴィールコメン・イン・宇土
Hawaii － Aloha mai Uto　  （ハワイ）　アロハ・マイ・宇土
Turkey － Uto ho  geldiniz　  （トルコ）　宇土・ホシッ・ガルデネズッ

That’s all for this month! See you next time!（今月はこれでおしまいです。また会いましょう）

　

前
田
さ
ん
は
、
昭
和　

年
に
熊

34

本
県
警
に
採
用
さ
れ
、
平
成　

年
、

13

熊
本
県
警
部
・
東
警
察
署
勤
務
を

最
後
に
退
職
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
配
属
さ
れ
た
熊
本
南
警

察
署
で
は
、
三
井
三
池
争
議
な
ど

に
も
出
動
。
在
職
中
は
主
に
交
通

安
全
の
啓
発
活
動
や
交
通
事
故
の

捜
査
を
担
当
し
、
県
内
各
地
の
警

察
署
で
地
域
の
安
全
を
守
る
た
め

に
尽
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
退
職

後
に
は
県
庁
内
の
熊
本
県
交
通
事

故
相
談
所
に
勤
務
し
、
交
通
事
故

被
害
者
の
救
済
に
努
め
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
「
大
変
な
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、『
信
頼
と

努
力
』
を
信
条
と
し
、
た
だ
た
だ

一
生
懸
命
や
っ
て
き
ま
し
た
。
受

章
に
つ
い
て
は
、
上
司
や
同
僚
、

そ
し
て
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま

す
」
と
語
り
ま
し
た
。

◇
瑞
宝
双
光
章

　

本
田
さ
ん
は
、
昭
和　

年
に
三

34

笠
産
業
株
式
会
社
に
入
社
し
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
業
務
に
従
事
す

る
中
で
技
能
の
研
鑚
に
努
め
、
常

務
取
締
役
や
監
査
役
、
相
談
役
な

ど
を
歴
任
。
長
年
に
わ
た
り
県
技

能
検
定
委
員
と
し
て
、
技
能
向
上

お
よ
び
検
定
普
及
、
後
進
の
育
成

に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熊
本
県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

工
業
会
設
立
に
も
奔
走
し
、
平
成

　

年
の
設
立
当
初
か
ら
平
成　

年

12

21

に
三
笠
産
業
株
式
会
社
を
退
職
す

る
ま
で
副
会
長
を
務
め
る
な
ど
、

業
界
の
発
展
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

本
田
さ
ん
は
「
入
社
当
時
は
リ

フ
ト
も
な
い
時
代
で
苦
労
し
た
が
、

職
場
の
先
輩
方
や
同
僚
た
ち
の
お

か
げ
で
、　

年
間
勤
め
る
こ
と
が

50

で
き
ま
し
た
。
今
回
の
受
章
は
、

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
」
と
語
り

ま
し
た
。

◇
瑞
宝
単
光
章

　

宮
原
さ
ん
は
、
教
科
書
販
売
業

と
し
て
明
治
元
年
に
創
業
し
た
有

限
会
社
カ
メ
ヤ
本
店
の
５
代
目
。

大
学
在
学
中
の　

歳
か
ら
家
業
に

18

携
わ
り
、
約　

年
に
わ
た
り
市
内

58

小
中
学
校
へ
の
教
科
書
の
完
全
供

給
を
使
命
に
業
務
に
奨
励
し
、
学

校
教
育
の
円
滑
な
遂
行
に
尽
力
し

ま
し
た
。
現
在
は
、
熊
本
県
教
科

書
供
給
所
の
取
締
役
も
務
め
、
業

界
の
発
展
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

宮
原
さ
ん
は
「『
責
任
と
誇
り
』

を
持
っ
て
、
供
給
に
携
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
教
科
書
を
通
し
て
教
育

の
一
端
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
て
、

大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
章
は
、
支
え
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
受
章
の
喜
び
を

語
り
ま
し
た
。

◇
黄
綬
褒
章

前田弘美さん
（馬之瀬町）

本田正記さん
（野鶴町）

宮原一吉さん
（本町４丁目）
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７
月　

日
、
法
務
大
臣
感
謝
状

１９

伝
達
式
が
行
わ
れ
、
熊
本
地
方
法

務
局
宇
土
支
局
の
杉
本
孝
敏
支
局

長
か
ら
人
権
擁
護
委
員
を
退
職
さ

れ
た
富
永
セ
イ
子
さ
ん
に
法
務
大

臣
の
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

法
務
大
臣
感
謝
状
受
賞

輝
い
て
る
ね

　昔むかし、インドに大変慈悲深い２人の王がいた。
　１人は自らが仏となることで人を救おうと考え、一切智威
（成就）如来という仏になった。
　だが、もう１人の王は仏になる力を持ちながら、あえて仏
となることを拒否し、自らの意で人の身のまま地獄に落ち、
すべての苦悩とさまよい続ける魂を救おうとした。それが地
蔵菩薩である。 円円円円円円円円円円円円円 （Wikipediaより）

　うと地蔵まつりは、小西時代のキ
リスト教に代えて仏教を布教するた
め、１６４６年細川行孝公が円応寺を開
基、６体の地蔵尊を祀ったことから
始まったと言われています。
　子どもたちを疫病などから守る仏
像として、町の辻や分かれ路に安置
されているお地蔵さん。この日は地域の子どもたちによって
清められ、新しい胸掛けで目抜き通りに開帳されます。
　さて、今年は新たなコーナーにご注目！船場橋の近くで開
催される「お地蔵さん横丁」。
　お地蔵さん工房で彫られたお地蔵さんと竹灯りで、賑やか
なお祭りとはまた一味違った“幽玄な世界”を、と計画中で
す。 円円円円円円円円円円円円円円円円 （まちづくり推進課）

　

富
永
さ
ん
は
、
２
期
６
年
間
に

わ
た
り
人
権
の
啓
発
と
思
想
の
普

及
高
揚
に
貢
献
さ
れ
、
啓
発
活
動

や
数
多
く
の
方
の
相
談
に
応
え
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
功
績
を
称
え
て

贈
ら
れ
た
も
の
で
、「
今
後
も
、

民
生
委
員
（
こ
れ
ま
で
同
職
を
兼

務
）
と
し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大
臣
が

委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
で
、
地
域
の
中
で
人
権
思
想

を
広
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
人
権

が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、

人
権
を
擁
護
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
地
域
に
密
着
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

香
典
返
し

▽
築　

籠　

町　

宮
田　

ト
ミ

　

亡
夫　
　

信　

義　
　
（
九
一
）

▽
下
網
田
町　

北
本　

富
男

　

亡
妻　
　

ハ
ル
子　
　
（
七
五
）

▽
網　

津　

町　

水
口　

君
子

　

亡
夫　
　
　

泉　
　
　
（
九
二
）

▽
網　

引　

町　

丸
目　

時
勝

　

亡
長
男　
　

修　
　
　
（
四
三
）

▽
赤　

瀬　

町　

古
田　

弘
子

　

亡
夫　
　
　

喬　
　
　
（
八
三
）

▽
上
網
田
町　

平
山　

領
一

　

亡
妻　
　

美
代
子　
　
（
七
一
）

▽
馬
之
瀬
町　

渡
並　

博
文

　

亡
母　
　

キ
ミ
ヱ　
　
（
九
一
）

▽
三　

拾　

町　

那
須　

久
子

　

亡
夫　
　

佳　

幸　
　
（
六
〇
）

▽
走　

潟　

町　

齋
藤　

利
生

　

亡
母　
　

ハ　

ツ　
　
（
九
四
）

▽
赤　

瀬　

町　

前
田　
　

泉

　

亡
夫　
　

莞　

治　
　
（
五
三
）

▽
住　

吉　

町　

吉
本　

照
子

　

亡
夫　
　

末　

廣　
　
（
八
五
）

▽
神　

合　

町　

西
谷
美
智
子

　

亡
夫　
　

寛　

治　
　
（
八
三
）

▽
松　

山　

町　

上
村　

一
吉

　

亡
母　
　

ハ
ル
エ　
　
（
九
八
）

▽
野　

鶴　

町　

岡
根
与
一
郎

　

亡
妻　
　

照　

代　
　
（
七
〇
）

▽
松　

山　

町　

冨
原　

和
也

　

亡
妻　
　

志
惠
子　
　
（
七
八
）

▽
古　

城　

町　

河
口　

壽
勝

　

亡
母　
　

タ
ミ
コ　
　
（
九
三
）

　

市
社
協
に
次
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
、
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

 
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円
円 （
敬
称
略
）

　

市
社
協
へ
の
香
典
返
し
な
ど
の
寄
付
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
同
様
、

個
人
住
民
税
が
一
定
率
軽
減
さ
れ
ま
す
（
た
だ
し
、
寄
付
金
額
が
５
０

０
０
円
以
上
の
場
合
で
確
定
申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

受賞した富永セイ子さん（写真左）

「お地蔵さん横丁」
＠船場橋

８月２３・２４日は地蔵まつり
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岡部　泰明さん
（神馬町）

Ｑ．お仕事は？
Ａ．ソニーセミコンダクタ九州株式会社で働いてい

ます。
Ｑ．長所、短所は？　
Ａ．長所は友達を大切にすること、短所は朝が弱い

ところ。
Ｑ．今、一番やりたいことは？　
Ａ．海外旅行（ヨーロッパ）、英会話に挑戦！
Ｑ．「伝えたい一言」とその相手は？
Ａ．両親へ。いつもありがとう！感謝しています。
Ｑ．次は誰を？
Ａ．野間拓哉さんを

わ
友だちの

　

７
月　

日
、
託
麻
ス
ポ
ー

１０

ツ
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
市
）
で

第　

回
西
日
本
空
手
道
選
手

１４
権
大
会
が
開
催
さ
れ
、
宇
土

道
場
の
皆
さ
ん
が
日
頃
の
成

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
３
年
生
の
部

で
優
勝
を
果
た
し
た
長
木
選

手
が
「
熊
本
市
賞
」
を
受
賞

し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
小
１
組
手
の
部
】

　
　
　

優
勝　

中
川　

功
大

　
　
　

３
位　

杉
本　

光
彩

【
小
３
組
手
の
部
】

　
　
　

優
勝　

長
木　
　

清

【
熊
本
市
賞
】　

長
木　
　

清

宇土道場の皆さん

　掲載希望の方（３歳まで）は誕生月の前月５日（５日が休
日の場合は前日）までに企画課広報電算係に申込んでくださ
い。応募多数の場合は、抽選になります（過去に掲載されて
いない方を優先します）。
問合せ先　企画課広報電算係☎㉒1111（内線2206）

 
上  
村  
藤  
士  
朗 
ち
ゃ
ん

う
え 
む
ら 
と
う 
し 
ろ
う

（
岩
古
曽
町
）

【
Ｈ　

年
８
月
２
日
生　

１
歳
】

２２

 
上  
川 　
 
勇
将 
ち
ゃ
ん

う
え 
か
わ 

ゆ
う
し
ょ
う

（
新
町
１
丁
目
）

【
Ｈ　

年
８
月
５
日
生　

１
歳
】

２２

 
甲  
斐 　
 
葉  
月 
ち
ゃ
ん

か 

い 

は 
づ
き

（
松
山
町
）

【
Ｈ　

年
８
月
７
日
生　

２
歳
】

２１

 
伊  
藤 　
 
有  
吾 
ち
ゃ
ん

い 
と
う 

ゆ
う 
ご

（
松
山
町
）

【
Ｈ　

年
８
月　

日
生　

１
歳
】

２２

１１

 
寺  
本 　
　
 
椛 
ち
ゃ
ん

て
ら 
も
と 

も
み
じ

（
下
網
田
町
）

【
Ｈ　

年
８
月　

日
生　

２
歳
】

２１

１４

 
龍 　
　
 
新
紗 
ち
ゃ
ん

り
ゅ
う 

さ
ら
さ

（
赤
瀬
町
）

【
Ｈ　

年
８
月　

日
生　

３
歳
】

２０

１９

 
橋  
本 　
 
直  
大 
ち
ゃ
ん

は
し 
も
と 

な
お 
ひ
ろ

（
門
内
町
）

【
Ｈ　

年
８
月　

日
生　

３
歳
】

２０

１９

 
松  
﨑 　
 
優  
空 
ち
ゃ
ん

ま
つ 
ざ
き 

ゆ 

ら

（
旭
町
）

【
Ｈ　

年
８
月　

日
生　

１
歳
】

２２

２３

 
山  
村 　
 
珠  
輝 
ち
ゃ
ん

や
ま 
む
ら 

た
ま 
き

（
宮
庄
町
）

【
Ｈ　

年
８
月　

日
生　

２
歳
】

２１

２９

空
手
大
会
で
大
活
躍
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　７月上旬、「高校生のための赤ちゃんとのふれあい体験」を開催しまし
た。赤ちゃんとのふれあいを通して、生命の尊さや生み育てていくことの
大切さを理解し、妊娠・出産・育児に関する正しい知識を持つことの大切
さを感じることをねらいとして取組みました。期間中、市内６組の家族の
方に協力をいただきました。とても貴重な体験をすることができました。

赤ちゃんとのふれあい体験（高校１年生）

熊本県立宇土高等学校

宇土高校は宇土高校は今
シリーズ 70

宇土高校は
〒８６９－０４５４　宇土市古城町６３
緯影００４３　胃影４７５３
ＨＰ  http://www.higo.ed.jp/sh/utohs
mail　uto-h@pref.kumamoto.lg.jp

公共工事など入札結果の公表 （単位：円）

工　　　　期指名
業者数落 札 業 者予定価格（税込）

落札額（税込）件　　　　名入札
月日

２３．７．４〜２３．８．２２１０上村鉄工建設（有）１，７３７，０００
１，６８０，０００轟御殿東屋修繕

６．２７

２３．７．４〜２３．８．１２１０（有）滝口建設１，１５８，０００
１，０９２，０００網田小学校正門門扉改修工事

２３．７．４〜２３．１０．１１１４（有）渡邊建設８，００５，０００
７，６６５，０００平成２３年度打越１号線舗装工事

２３．７．４〜２３．１０．１７１６（株）後藤建設１０，０３３，０００
９，５５５，０００平成２３年度松原・築籠１号線舗装工事

２３．７．４〜２３．１０．１１１７（有）アステル７，７９３，０００
７，４７６，０００平成２３年度戸口２号線道路補修工事

２３．７．４〜２３．１０．２６１９（株）翔陽開発１２，９３４，０００
１０，７１０，０００平成２３年度高柳・椿原線舗装工事

２３．７．４〜２３．１０．１７１７（有）コウセイ開発１０，０３４，０００
９，６３９，０００平成２３年度宮の前・水の手線舗装工事

２３．７．４〜２３．１０．１７１７轟造園１０，２３２，０００
９，１８７，５００平成２３年度椿原・神馬線舗装工事

２３．７．４〜２３．１０．１７１７（株）ヤスダ１０，４２７，０００
８，６１０，０００平成２３年度上松山・下松山線舗装工事

２３．７．４〜２３．９．２１１７（有）アステル３，９４１，０００
３，７８０，０００平成２３年度村下・周回線舗装工事

２３．７．４〜２３．１０．２１１９東洋工業（株）１１，６０７，０００
１０，３８４，５００平成２３年度新屋敷・城線舗装工事

２３．７．４〜２３．９．２１１８マコト建設（株）４，４４５，０００
４，１２４，４００平成２３年度塩屋・島辻線舗装工事

２３．７．４〜２３．９．２６１７牧本技建工業（株）５，２７０，０００
５，０４０，０００平成２３年度旭・梅咲線舗装工事

２３．７．４〜２３．１１．１０１９（株）満本建設１４，２１８，０００
１１，９３８，５００平成２３年度城塚・上新開線改良工事

予定価格（建設工事のみ）および入札の経緯などについては、財政課で閲覧することができます。
問合せ先　財政課契約管財係緯影１１１１（内線２２３２）

　７月５日、リーフプログラム（大学出張講座）を実施しました。講義は
２コマ構成で、全１５系統の講座から生徒自ら進路希望に合わせて選び、さ
まざまな大学・学部学科の先生方の講義を受講しました。普段聞くことが
できない講義を聞くことができ、一人ひとりが将来の進むべき道へのヒン
トを得ることができました。

リーフプログラム（高校２年生）
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核家族化が進む中、食卓を囲んで親から子へ、世代間で「食」がうまく伝わっていません。外食・中食産
業の発展により、子どもも大人もいつでも自由に食べることのできる環境があります。このような食環境だ
からこそ、食卓での団らんの重要性が増しています。
＊中食とは…弁当や総菜などを買ってきて家で食べることです。

夏休みを利用して、さまざまな食体験を楽しみましょう。また、お祭りやお盆を通して、地域の風習や郷
土料理、文化を知る機会でもあります。みんなで伝え、楽しみましょう。

問合せ先　保健センター（健康づくり課）☎㉒２３００

家族や友人と楽しく食卓を囲むことがどれくらいありますか。（Ｈ22　宇土市食育アンケート）

40 ～ 64歳（％）

20～ 39歳（％）

高校 2年（％）

中学 2年（％）

小学 5年（％）

年中児（％）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

毎日
週 5、6日

ほとんどない
無回答

週 3、4日
週 1、2日

48 13 12 14 12 1

54 17 9 9 10 1

49 24 12 9 6

59 17 13 7 5

79

69 13 6 7 5

8 9 2 2

48 13 12 14 12 1

54 17 9 9 10 1

49 24 12 9 6

59 17 13 7 5

79

69 13 6 7 5

8 9 2 2

熱中症に気をつけましょう！
　熱中症の発生は７～８月がピークになります。気象庁の発表によれば、今年の夏
の平均気温は、平年並みか高いとの予報です。今年は特に節電がいわれていますが、
節電を意識するあまりに健康を害することのないよう気温や湿度の高い日には適度
な暑さ対策をして熱中症を予防しましょう。

●熱中症予防の２大ポイント
＜水分補給＞
　・のどが渇く前に、こまめに水分を
　　とりましょう。
　・適度に塩分も補給しましょう。
　・乳幼児や高齢者、体力のない方は、
　　特に注意しましょう。

●熱中症が疑われるときは
　・風通しが良く涼しいところで休ませる。
　・吐き気がなければスポーツ飲料などで水分補給をする。
　・衣服を脱がせ、保冷剤、氷、冷たいタオル、あおぐなどして身体を冷やしましょう。
　・自力で水を飲めない、意識がない場合は直ちに医療機関を受診しましょう。
  

問合せ先　保健センター（健康づくり課）☎㉒２３００

　＜暑さを避ける＞
　・屋外では帽子や日傘、日陰の利用。
　・運動時は３０分に１回程度休憩を。
　・室内では扇風機やエアコンなどによる温度調整をしましょう。
　・室温が上がりにくい環境を確保。
　　（遮光カーテン、すだれ、打ち水など）
　・通気性の良い、吸湿・速乾の衣服を着用しましょう。

熱中症とは・・・
　高温多湿な環境下で、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体温調節機能がうまく働かなくなる
ことで起こり、救急搬送されたり、不幸にも亡くなられたりすることもあります。

～第２次宇土市食育推進計画の目標から～
みんなで食を伝え、たのしみましょう
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　平成７年６月１日～平成１９年４月１日生まれの方は、２０歳未満までの間、いつでも日本脳炎の定期予防接
種を受けることができるようになりました。
※これまで定期接種ができなかった７歳半～９歳未満、１３歳以上２０歳未満でも定期接種として、残りの日本
脳炎の接種をすることができます。

＊接種を希望される方は、新たに予診票を発行しますので、母子健康手帳を持参のうえ保健センターにお越
しください（日本脳炎予防接種予診票がある場合はご持参ください）。

＊接種費用は無料です（ただし、接種期間以外は全額自己負担となります）。　
＊実施医療機関については、広報うと６月号をご覧ください。

問合せ先　保健センター（健康づくり課）☎㉒２３００

今後の受け方残りの接種回数第１期接種状況
１期初回を６日から２８日の間隔で２回接種し、
２回目からおおむね１年後に１期追加を接種１期３回（＋希望により２期１回）現在まで未接種の人

６日以上の間隔をおいて２回接種１期２回（＋希望により２期１回）１回接種した人
６日以上の間隔をおいて１回接種１期１回（＋希望により２期１回）２回接種した人
９歳以上であれば、第２期として１回接種（希望により２期１回）１期３回接種終了した人

■申込方法
　受診日の１週間前までに、保健センター（健康づく
り課）に電話で申込みください。なお、個人負担額な
どの詳細については、問合せください。
※特定健診は、健診当日、宇土市国民健康保険被保険
者で４０歳～７４歳の方が対象です。すでに４月・６月
実施の特定健診および節目健診を受診された方は、
受診できません。
※がん検診は、どなたでも受けられます。
問合せ先　保健センター（健康づくり課）☎㉒２３００

　医療機関で受診できる特定健康診査を、９月１日～１２月２２日の期間で実施します。
集団健診を受診しておらず、今回の施設健診を希望される方は、受診券などを送付しますので、保健セン
ターへ申込みください。なお、既に申込まれた方は、８月中旬に受診券などを送付します。
【健診内容】

【健診施設】

 問合せ先　保健センター（健康づくり課）☎㉒２３００

平成22年度特定健診地区別受診率（暫定値）
40％

35％

30％

25％

20％

15％

10％

5％

0％

35.8％

30.7％

宇土 花園 緑川轟 走潟 網津 網田 市全体

35.4％

29.6％
32.9％

26.9％

32.8％ 32.4％

個人負担額検査の項目健診種別
２，０００円

（平成２２年度住民税
非課税世帯は無料）

身体計測（腹囲を含む）、血圧、血中脂質検査、肝機能検査、
血糖検査、尿検査など
※貧血検査・心電図検査・眼底検査は医師の判断により実施

特定健診
（国民健康保険加入の
４０歳～７４歳の方）

８００円
身体計測、血圧、血中脂質検査、肝機能検査、血糖検査、尿
検査、貧血検査など
※心電図検査は医師の判断により実施

高齢者健診
（後期高齢者医療制度

加入の方）

金森医院、七川医院、石垣医院、やまもと泌尿器科クリニック、尾崎医院、もろが整形外科医院、近藤クリニック、福田医院、松田内科
循環器科クリニック、みどりかわクリニック、吉窪内科放射線科医院、本多胃腸科内科医院、宇土中央クリニック（高齢者健診のみ）

年に１度の健康チェック！ ９月１日から施設健診が始まります！

特定・高齢者健診、各種がん検診はお済みですか？追加健診（集団健診）のお知らせ
■追加健診スケジュール

健　診　項　目会　場期　日
特定健診・高齢者健診・腹部超音波検診・
胃がん検診・肺がん検診・乳がん検診・
子宮頸がん検診・大腸がん検診・前立腺
がん検診・骨粗鬆症検診

保健センター
８月２６日（金）・２７日（土）
　　２８日（日）・２９日（月）
９月１８日（日）・１９日（月・祝）
　　２０日（火）

特定健診・高齢者健診
前立腺がん検診
骨粗鬆症検診

緑川地区農業者トレーニングセンター　１０月２日（日）
西部老人福祉センター　１０月１５日（土）
走潟地区体育館　１０月２９日（土）

日本脳炎予防接種をうけましょう
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各種乳幼児健診・教室のお知らせ
対象・その他受付時間場所内　容月　日

２２年４月生まれ午前９時
　～９時１５分

保　
　

健　
　

セ　
　

ン　
　

タ　
　

ー

幼児歯科教室８．１７

２３年１月生まれ午後１時
　～１時１５分

６カ月児
健康診査８．２２

２３年６月生まれ午前９時１５分
　～９時３０分すくすく学級８．２４

２０年７月生まれ
午後１時
　～１時１５分

３歳児
健康診査８．２５

２２年２月生まれ１歳６カ月児
健康診査９．１

２３年５月生まれ３カ月児
健康診査９．５

２１年８月生まれ午前９時
　～９時１５分ぴかぴか教室９．８

１８年８月生まれ午後１時
　～１時１５分

５歳児すこやか
健康診査９．１２

２２年５月生まれ午前９時
　～９時１５分幼児歯科教室９．２１

２０年８月生まれ午後１時
　～１時１５分

３歳児
健康診査９．２２

２３年２月生まれ６カ月児
健康診査９．２６

２３年７月生まれ午前９時１５分
　～９時３０分すくすく学級９．２８

（診療時間：午前９時～午後５時）
＊当番医は変更になる場合があります。県総合医療情報シス
テム「くまもと医療ナビ」のホームページをご覧いただくか、宇
城広域連合消防本部（☎㉒０５５４）に問合せください。

記事に関する問合せは、保健センター　緯鰻２３００まで

日曜・祝日当番医
電　話病・医院名月　日
㉓６５５５松田内科循環器科クリニック（三拾町）８．２１
曳１１８７幡手耳鼻咽喉科クリニック（南段原町）
㉒３６９２本多胃腸科内科医院（浦田町）８．２８ ㉒１０８１くまもと心療病院（松山町）
㉒００１７金森医院（本町６丁目）９．４ ㉒０１０８高浜眼科医院（城之浦町）
㉒０００２福田医院（本町３丁目）９．１１ ㉒６０００吉野整形外科（高柳町）
㉒１２３４石垣医院（浦田町）９．１８ ㉒１１７１みどりかわクリニック（野鶴町）
㉒３２０３吉窪内科放射線科医院（入地町）９．１９ ○５8 １４１１やまもと泌尿器科クリニック（南段原町）

健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談ををををををををををごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくだだだだだだだだだだささささささささささ健康相談をご利用くださいいいいいいいいいいい
　保健センターでは、毎週金曜日に健康相談を行って
います。赤ちゃんから高齢者の方まで、どなたでも利
用できます。気軽にご利用ください。
受付時間　午前９時～１１時
　　　　　（事前に電話予約が必要です。☎㉒２３００）
内　　容　身体測定・体脂肪測定・栄養相談など
＊その他、健康に関することで相談したいことがある
方はご相談ください。

　広報うと３月号で募集しましたが、定員に満たなかった
ため再度募集を行います。受診希望の方は、保健センター
に問合せください。
対象　平成２３年度に３５歳になる方（昭和５１年度生まれ）
定員　１５０人（先着順）
場所　済生会熊本病院健診センターまたは日赤熊本健康管

理センター
問合せ先　保健センター☎㉒２３００

『35歳の人間ドック』の再募集を
実施します！

◆作り方◆
①　鍋にウーロン茶、
砂糖、粉寒天を入れ
て、火にかける。沸
騰したら弱火にして、
かき混ぜながら２分
ほど煮溶かす。
②　①を型に流し入れ、
甘納豆を入れて冷や
し固める。
③　食べやすい大きさ
に切り分け、盛り付
ける。

今月の食卓応援レシピ
〜宇土市食生活改善推進員協議会〜

No.3

ウーロン茶寒天
冷たいデザートでさっぱりと。甘納豆が決め手です。
◆材料（作りやすい分量：５人分） ◆
ウーロン茶 ヽヽヽヽヽヽ ２５０cc 
粉寒天 ヽヽヽヽヽヽヽヽヽ ４g 
砂糖 ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ ４０g 
甘納豆 ヽヽヽヽヽヽヽヽヽ ４０g 

１人分：５６kcal

　妊娠がわかったら、住民票がある市町村で母子手帳
の交付を早めに受けましょう。
交 付 日　８月１６日（火）・２３日（火）・３０日（火）
　　　　　９月６日（火）・1３日（火）・20日（火）・27日（火）
受付時間　午前１０時～１０時１５分
内　　容　妊娠中の生活について、保健師・管理栄養

士からの説明（交付には１時間程度かかり
ます）

＊事前に電話での予約が必要です。☎㉒２３００

母子手帳の交付

　初回接種を差し控えられている中学３年生以下全ての学
年に該当する年齢の方へのワクチン接種が、７月２０日から
再開されました。接種を希望される方は、実施医療機関へ
予約をお願いします。高校２年生および１年生も既にワク
チンの供給が再開されています。なお、平成２４年３月３１日
までの補助事業ですので、９月中に１回目の接種を受けな
ければ、６カ月後の３回目分までの補助ができません。希
望される方は早めに予約をお願いします。
問合せ先　保健センター（健康づくり課）☎㉒２３００

子宮頸がん予防ワクチン供給の
再開についてのお知らせ



市　の　う　ご　き
平成23年 8月 1日現在

市の交通事故発生件数
7月1日から　　7月31日まで

反射材　みんなに見えてる　その命

人口 38,262

18,337

19,925

14,132

人

人

人

世帯

（   －　19人）

（   －　12人）

（   －　  7 人）

（   ＋　3世帯）

発生件数

死 者 数

負傷者数

149

0

212

件

人

人

（ ＋ 22 件）

（ ±   0 人）

（ ＋ 41 人）

（　）内は前月比

（　）内は前年比

平成
23年

平成
23年

　

表
紙
の
写
真
は
児
童
セ
ン

タ
ー
の
プ
ー
ル
で
遊
ぶ
子
ど
も

た
ち
の
様
子
で
す
。

▼
夏
真
っ
只
中
、
連
日
暑
さ
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は

体
調
を
崩
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

か
？
広
報
担
当
１
年
目
の
昨
年

は
、
夏
だ
と
い
う
の
に
長
袖
の

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
に
大
き
な
帽
子

を
被
り
、
日
焼
け
止
め
を
た
っ

ぷ
り
塗
っ
て
取
材
に
出
か
け
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
ま
っ
た

く
の
無
防
備
で
取
材
に
行
く
こ

と
が
多
く
、
取
材
か
ら
帰
っ
て

腕
や
首
の
後
ろ
が
ヒ
リ
ヒ
リ…

。

　

各
地
域
で
夏
の
イ
ベ
ン
ト
等

が
催
さ
れ
、
暑
い
中
外
出
す
る

機
会
が
増
え
ま
す
が
、
皆
さ
ん

も
熱
中
症
や
日
焼
け
対
策
を
お

忘
れ
な
く
！　
　
　
　
　

（
Ｎ
）

　

う
と
地
蔵
ま
つ
り
の
緊
急
情

報
（
花
火
の
開
催
な
ど
）
に
つ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
画
面
に
よ
り
、
雨
天
等

に
伴
う
開
催
情
報
を
確
認
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
ペ
ー
ジ
の
右
下
に
あ
る

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と

に
よ
り
携
帯
端
末
で
確
認
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

商
工
政
策
課
商
工

政
策
係
☎
㉒
１
１
１
１
（
内
線

２
２
０
９
）

東日本大震災義援金
ありがとうございます

　市役所をはじめ市内８カ所に募金箱を設置する
ほか、市民専用振込口座を開設しています。引き
続き、皆さんからの温かいご支援をお願いします。
　7月 31日までに宇土市に寄せられた義援金は

1089万 3568円
問合せ先　総務課行政係　☎㉒1111（内線 2212）

くまモンも乗船！

魚のつかみ取りで大物をゲット！

勾玉づくり体験の様子

　

７
月
17
日
、
宇
土
マ
リ
ー
ナ
で

古
代
船
「
海
王
」
の
乗
船
・
漕
行

体
験
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
17
年
の
夏
に
行

わ
れ
た
「
大
王
の
ひ
つ
ぎ
実
験
航

海
」
で
、
宇
土
〜
大
阪
間
約
１
０

０
０
㎞
を
航
海
し
た
復
元
古
代
船

「
海
王
」
に
乗
っ
て
古
代
の
ロ
マ

ン
に
思
い
を
馳
せ
て
も
ら
お
う

と
、
大
王
の
ひ
つ
ぎ
保
存
委
員
会

と
教
育
委
員
会
が
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

乗
船
体
験
は
計
６
回
行
わ
れ
、

家
族
連
れ
な
ど
約
１
５
０
人
が
参

加
。
ク
ル
ー
ザ
ー
に
曳
航
さ
れ
た

「
海
王
」
に
乗
っ
て
、
宇
土
マ
リ
ー

ナ
沖
ま
で
約
30
分
間
の
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
日

は
、
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る

暑
い
一
日
で
し
た
が
、
参
加
者
は

木
造
の
古
代
船
に
揺
ら
れ
て
古
代

人
の
気
分
を
満
喫
。
熊
本
県
の

P
R
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
く
ま
モ
ン
」

も
飛
び
入
り
参
加
し
、
来
場
者
の

人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

網
津
町
で
産
出
さ
れ
る
馬
門
石
で

つ
く
ら
れ
た
石
棺
が
、
古
代
、
は
る

ば
る
中
国
・
近
畿
地
方
ま
で
運
ば
れ
、

大
王
（
天
皇
）
ク
ラ
ス
の
有
力
者
の

古
墳
に
納
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
考

古
学
上
の
謎
を
解
明
す
る
た
め
、
古

代
船
や
石
棺
な
ど
を
復
元
し
、
の
べ

７
４
０
人
の
漕
ぎ
手
が
参
加
し
て
行

わ
れ
た
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

ま
た
、
魚
の
つ
か
み
取
り
や
勾
玉

づ
く
り
な
ど
の
古
代
体
験
、
お
こ
し

き
貝
（
マ
テ
貝
）
の
て
っ
ぱ
ん
焼
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち

は
夏
の
休
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。

古代ロマンに思いを馳せて古代ロマンに思いを馳せて古代ロマンに思いを馳せて

【
大
王
の
ひ
つ
ぎ
実
験
航
海
と
は…

】

え
い
こ
う

ま
が
た
ま
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